
　そしてみなさんにまず読ん
でほしいのが、第4巻の「清水
安三論」である。ここで郁子
は、清水安三という人間の魅
力を縦横無尽に論じている。
これは、郁子の自治とコスモ
ポリタンの精神が清水安三精
神に共鳴した、まさに彼女で
なければ書けなかった出色の
人物論である。安三と郁子、この2人の精神が渾然一
体となって、崇貞学園というコスモポリタン・スクー
ルを生み出したのだ。
　こうした小泉郁子の言説が、論集という形で、誰に
でも容易にまとまって読めるようになったことは大き
い。『小泉郁子教育論集』の刊行は、編者の太田哲
男・榑松かほる両名誉教授、そして桜美林大学出版会
による偉業である。少子化の中、学園運営をめぐる状
況は厳しいが、桜美林大学の未来は、この論集を学園
の文化資本として活用できるかどうかにかかっている
と言っても過言ではない。本論集を多くの方々が手に
取られることを願っている。
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学園の文化資本としての小泉郁子
　―『小泉郁子教育論集』完結に寄せて―

◇巻頭言 ◇教員からのメッセージ ◇図書館からのお知らせ

　桜美林学園の大きな特徴の一つは、創立者・清水安
三の精神が、学園の「文化資本」として今もなお生き
生きと働いていることである。清水は生徒児童や若者
に全身全霊をもって接し、戦前の困難な時代において
も確固たる意志で平和と国際主義を求め続けた。彼に
は自らの思想をまとめた大著はなかったが、そのよう
に生きた人間がいたという、彼の存在そのものがわれ
われを鼓舞してくれるのである。
　私はこのたび、今年3月に完結した『小泉郁子教育
論集』全5巻を通読して、彼女もまた、清水安三と並
ぶわが学園の豊かな文化資本となりうることを確信し
た。ここでは、私がとくに感銘を受けた点を2点挙げ
てみたい（以下、引用のローマ数字は論集の巻号、ア
ラビア数字はページ数を示す）。
　第１に、彼女の自治を重んずる態度である。主著
『男女共学論』では「自治とは支配者・権威者の命令
干渉によるにあらずして各自共同団体を各団員の自発
的協力によって運転せしむるの謂である」（Ⅰ－
164）とその意義を強調し、崇貞学園が子どもの自治
組織によって運営されていることを誇らしげに語る
（Ⅳ－55）。エッセイ「アーナーシステム」（Ⅰ－
250）に見られる学生の人格と可能性への驚くべき信
頼の念は、フレイレの「解放の教育学」を思わせる。
　第2に、彼女のコスモポリタニズムへの志向性であ
る。彼女は1934年にハワイで開催された汎太平洋婦人
会議に参加したが、その報告書「ハワイを語る」には、
「美しき自然を背景とする平和のコスモポリタン・シ
ティ」（Ⅲ－275）たるホノルルに魅了された郁子の
心情が述べられている。彼女のコスモポリタニズムは、
ヴァージニア・ウルフのようなアウトロー的女性感情
ではなく、『明日の女性教育』の宗教観に見られるよ
うに（Ⅱ－66）、宇宙と向き合うビッグヒストリアン
的宗教感情に支えられている。

巻頭言巻頭言

▲1928年6月18日
　ミシガン大学大学院修士号
　取得時の小泉郁子
　（岡崎洋三氏提供）
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教員からのメッセージ

桜美林大学名誉教授　太田 哲男

『小泉郁子教育論集』の輝き

　桜美林学園創設100周年に際し、その記念事業のひ

とつとして、清水安三とともに桜美林学園を創設した

清水郁子の著作集の刊行が企画され、当時の小池一夫

理事長からの委嘱を受けて、榑松かほる本学名誉教授

と私がその編集に当たった。

　この論集の表題には清水郁子ではなく小泉郁子を用

いた。その理由としては、今回の『小泉郁子教育論

集』第1巻から第3巻に収録した小泉の代表作3点

（『男女共学論』『明日の女性教育』『女性は動

く』）は、いずれも小泉郁子名で刊行されていて、日

本教育史では小泉郁子という名前に一定の知名度があ

ること。また、清水安三との結婚前の小泉は、1933年

から35年までの2年余り、『東京日日新聞』（『毎日

新聞』の前身）に「身の上相談」的な連載を続けてい

たから、小泉の知名度は教育界だけにとどまらなかっ

たであろうこと。これらを勘案し、今回の全5巻の表

題では小泉を採ることに落ち着いた。構成は、第1

巻・ジェンダーフリー教育、第2巻・女性解放と教

育、第3巻・女性は動く、第4・5巻・戦時下北京から

の発信I・IIである。

　この『小泉郁子教育論集』の読みどころを3点あげ

てみよう。

　第1は、女性の権利主張を展開しているところであ

る。それは、男女共学の主張にとどまらず、女性差別

の諸相を描き出し、女性の地位向上を目指すもので

あって、今から100年近く前の議論であるが、今なお

リアリティをもつ。また、郁子は、第3回汎太平洋婦

人会議（1934年）に参加し、各国の女性運動家と交流

した。そして、「外国婦人との提携、もとより必要で

あるが、より以上に必要なのは朝鮮、支那、もしくは

満州婦人との親善でなければならぬ」（『女性は動

く』1935年）という観点も持っていた。

　こうしたことをふまえ、郁子を日本における女性の権

利獲得運動の先駆者と位置付け、その精神の軌跡をよみ

がえらせること、それが編者の目指したところである。

　第2は、日本と中国との友好に関わる論である。

1936年12月の西安事件を通じ、蔣介石夫人・宋美齢の

名前は世界に知られることになったが、その宋美齢を

日本に招くという女性団体の意向を宋美齢に伝える役

割が郁子に回ってきた。宋美齢も郁子もアメリカ留学

期間が長く、英語での会話に困難がないという条件も

あった。宋美齢と面談した郁子は、「世界に真の平和

を打ち立てることは、婦人の力に俟たねばならぬ」と

いう宋美齢の言葉に感銘を受けた。しかし、まもなく

盧溝橋事件が起こり、日中間は全面戦争の時代に突入

するに至り、郁子は北京で桜美林学園の前身である崇

貞学園の経営と教育に力を傾注することになる。

　第3は、『支那之友』という崇貞学園の学園紙に郁

子が執筆した記事群である。それらは、学園内部の様

子を伝えるだけでなく、戦時下の社会の様相を浮かび

あがらせる力をもつ。

　以上、『小泉郁子教育論集』全5巻は、こんにちで

も広く読まれるに値する作品群であろう。味読される

ことを願ってやまない。

▲『小泉郁子教育論集』全5巻
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　2025年3月に『小泉郁子教育論集』の第５巻が発刊

の運びとなり、これで全巻が手元に揃った。2023年3

月から半年ごとに第1巻「ジェンダーフリー教育」、

第2巻「女性解放と教育」と発刊され、既に届けられ

ていたが、論集を完成させた太田哲男先生、榑松かほ

る先生始め多大な編集の仕事に当たられた諸先生方に

心からの敬意を表したい。

　リベラルアーツ学群では2026年度から新たに2つの

マイナープログラム(統合領域)を設置するが、そのう

ちのひとつは「ジェンダー研究プログラム」であり、

本学創設の要であった小泉郁子先生の行動を支えた男

女平等に対する強い信念が世紀をまたいで引き継がれ

て「プログラム」という小規模な形であれ学術的な取

り組みに繋がったと考えられる。

　ジェンダーという概念の変遷を踏まえれば、郁子先

生の時代とは相当に異なる理解がジェンダーに対して

は広がってきていると言えるだろう。それでもなお、

「男女共学論」に見る論理構成は、教育のみならず社

会全般における選択肢の拡大として選択的夫婦別姓制

度のような現代の議論にも通じるところが多分にある

だろう。すなわち、男女共学にしろ夫婦別姓にしろ、

その推進を訴えるのは、反対論者が主張するような極

端な変化を押し付けるものでは決してなく、今ここに

ある不平等を放置しないために、よりよく生きるため

の可能性をより多くの人に開こうという行為なのだ。

　「ジェンダー研究プログラム」では、この分野での

研究蓄積の浩瀚さから社会学、文化人類学、文学と

いった社会領域・人文領域の科目の割合が高い。他方

で、動物学や植物学といった生物学の科目もカリキュ

ラムに入れている。これは、「性」という概念が自然

科学においても分類として使われるが決して雌雄二元

教員からのメッセージ

リベラルアーツ学群社会領域長　阿部 温子

「ジェンダー研究プログラム」新設にみるリベラルアーツ教育の発展
―『小泉郁子教育論集』全５巻刊行によせて

論的な理解ではなく、むしろ多様な性の存在に既成概

念、固定観念を打ち壊され、真に科学的な思考の経験

を促すことを意図している。

　ジェンダーは、多くの学問分野においてその一部と

して傍流をなすという扱いを受けてきたが、まだ端緒

には過ぎないものの近年ではジェンダー主流化が漸く

現実の一歩を踏み出してきたと言えよう。一例を挙げ

れば、政治学の講義において「ジェンダーの政治」を

1学期に１，２コマ充てるのではなく、そもそも政治

学が男性ジェンダーを無意識の前提において組み立て

られていたことへの気づきが新たな政治学の発展に繋

がってきている。更には脱ジェンダー化といえるよう

な、「らしさ」の呪縛からの解放を求める運動も社会

の中で広がっている。このようにエキサイティング

な、現在進行形で様々な新しい発見のある学問につい

て、是非男女を問わず多くの人々とその面白さを分か

ち合い、社会の変革につなげていきたい。

▲『明日の女性教育』1933（昭和8）年　南光社刊
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図書館からのお知らせ
図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ

　2025年4月1日より、新宿キャンパス南館図書室を開設しました。

　大学院が千駄ヶ谷キャンパスから新宿キャンパスに移転、大学アドミニストレーション研究科、老年学研究科、

言語教育研究科の拠点が千駄ヶ谷キャンパスから新宿キャンパスに移りました。新宿キャンパスは2019年度の開設

当初からビジネスマネジメント学群、大学院経営学研究科の拠点キャンパスですが、ここに大学院の3研究科、

さらに日本言語文化学院（留学生別科）も加わり、新宿キャンパスの学問分野が大きく広がりました。

　新宿キャンパス南館図書室は、旧千駄ヶ谷キャンパスに設置されていた大学院図書室の資料を引き継ぎ開室、主

に高等教育、老年学、言語教育関連の図書約5,000冊を所蔵し学生たちの学びや研究を支援します。新宿キャンパ

ス創新館本館には2019年度に開設された、電子図書館機能を持つ図書を置かない学修施設「ナレッジクラウド」が

あります。新宿キャンパスではビジネスマネジメント学群、大学院経営学研究科の学生・教員が、電子書籍や電子

ジャーナルというデジタルコンテンツを活用し、図書館はデジタルコンテンツの充実と管理を中心に、学生、教員

の学修、教育、研究を支援していますが、今回の南館図書室開設に合わせて、新宿キャンパスでは電子書籍や電子

ジャーナルというデジタルコンテンツとハードカバーの図書、大学院修士・博士論文も利用できるようになりまし

た。　　

　これから図書館は、南館図書室とナレッジクラウドのいっそうの活用を促進するとともに、デジタルとアナログ

の図書館サービスで新宿キャンパスの研究支援に努めていきます。

新宿キャンパスに南館図書室を開設しました。

　今号の三到図書館ニュースでは『小泉郁子教育論集全5巻』（桜美林大学出版会）の刊行を記念し、ささやか
ですが特集を組んでお届けいたします。
　小泉郁子（1892-1964）は1930年代から我が国の女性の権利向上の先駆者として活躍し、また本学園創立者・清
水安三と結婚、ふたりで戦前の中国で崇貞学園を運営し、戦後間もなく町田の地で誕生した桜美林学園の発展に
尽力しました。
　巻頭言では片山博文図書館長が「学園の文化資本としての小泉郁子」という新しい視点を提示し、次に『小泉
郁子教育論集』の編集に携わった太田哲男名誉教授による要点を得た解説をいただき、そして阿部温子教授によ
るリベラルアーツ学群の新しいプログラム「ジェンダー研究プログラム」の紹介と、まさに小泉郁子の思想と信
念が、時代を超えて現代まで桜美林学園に受け継がれていることを表しています。
　新年度早々、ご多忙にも関わらずご寄稿賜りました片山博文図書館長、太田哲男名誉教授、阿部温子教授（リ
ベラルアーツ学群）に改めて感謝申し上げます。（S）

● 編　集　後　記 ●
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